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このたびは、「消音ピアノユニット ＳＰＡ－７５００」をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。 

本機の機能を十分にご理解いただき、末永くご愛用いただくために、この取扱説明書を 

よくお読み下さるようお願い申し上げます。 

尚、本書の内容は改善のために、予告なしに変更することがあります。 
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１．ＳＰＡ－７５００の特長 
 
 

●お手持ちのピアノに取り付けるだけで、消音ピアノとしてご使用いただけます。 
 

●ワンタッチ操作で、消音ピアノ⇔ ピアノ実音の切り換えができます。 
 

●消音ピアノユニットを取り付けても、鍵盤のタッチは損なわれません。 
 

●ソフトペダル、ダンパーペダル操作が可能です（オン／オフ式）。 
 

●９種類の音色が選択できます（内３種類は７３音色中から選択可能）。 
 

●内蔵のメトロノームに合わせて演奏ができます。 
 
●ワンタッチで演奏の録音、再生が可能です。また、再生速度の変更も可能です 

 （０.５倍から２倍まで）。 
 

●ＭＩＤＩやＲＳ－２３２にてパソコンと接続ができます。パソコン接続により、 

 本機はＭＩＤＩ音源やＭＩＤＩキーボードとして使用可能です。 
 

●ライン出力によりオーディオ機器との接続ができます。 
 
●最大同時発音数は６４音です。 

 ただし、リバーブ設定時は５０音になります。 
 
●高品質のＰＣＭ音源を使用し、生に近い音を実現しています。 
 ただし、ご使用のピアノとは音色が異なります。 
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２．使用上のご注意 
 
 
消音ピアノユニットを末永くご愛用頂くために、次の注意事項を守ってご使用下さい。 
 
●付属されているＡＣアダプタ以外でのご使用や、ＡＣ１００Ｖ以外でのご使用 

 は、絶対におやめ下さい。 
 

●ＡＣアダプタの抜き差しは、コードを引張ったり、ぬれた手では行わない 

 で下さい。また、コードを無理に曲げたり、重い物を乗せないで下さい。 
 
●ＡＣアダプタおよびユニット間の各ケーブルを抜き差しされる場合は、必ず 
 電源を切りにして行って下さい。 

  
● 長時間ご使用にならないときは、必ずＡＣアダプタを抜いて下さい。 

 
●ヘッドホンプラグの抜き差しは、プラグを持って行って下さい。 
   無理に力をかけるとコードの断線により音が出なくなることがあります。 

 
●高温多湿な場所は避けて下さい。また、本機は多少発熱することがありますが、 

 故障ではありません。 
 
●強い衝撃を与えたり、異物（硬貨や針金など）または液体（水、ジュース、酒 

 など）を入れないように注意して下さい。 
 
●分解や改造はしないで下さい。 

   

 ●お手入れの際は、必ずＡＣアダプタをコンセントから抜き、柔らかい布で軽く  

   拭き取って下さい。また、ベンジンやシンナーで拭くことはお避け下さい。 
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 ３．各部の名称 
 

VOLUME

PHONE

REC PLAY

Piano1

B
A

C

Organ

Honky-tonk

E Piano
Harpsic

Piano2
POWER

ボリューム

ヘッドホンジャック 録音ランプ

録音スイッチ

再生ランプ

再生スイッチ セレクトスイッチ

インジケータ

電源スイッチ
 

音源ＢＯＸ前面 

 ボリューム 
ヘッドホンの音量、ライン出力の音量を調節します。左に回すと音量が小さくな

り、右に回と音量が大きくなります。 
 

 ヘッドホンジャック 
ヘッドホンを接続します。同時に２つのヘッドホンが使用できます。 

 

 セレクトスイッチ 
発音する音色を選択します。Ａ，Ｂ，Ｃの音色は設定変更が可能です（１１頁）。 
Ｐｉａｎｏ１（ピアノ１） 
Ｐｉａｎｏ２（ピアノ２） 
Ｈｏｎｋｙ－ｔｏｎｋ（ホンキートンクピアノ） 
Ｅ．Ｐｉａｎｏ（エレクトリックピアノ） 
Ｈａｒｐｓｉｃ（ハープシコード） 
Ｏｒｇａｎ（オルガン） 
Ａ（出荷設定 ビオラ） 
Ｂ（出荷設定 シンセサイザー） 
Ｃ（出荷設定 ビブラホーン） 
メトロノーム（メトロノームのオン／オフ及び、拍子等の設定変更：９頁） 

 

 録音スイッチ／録音ランプ 
録音スイッチを押すと録音ランプが点灯して演奏の録音を開始します。（７頁） 
もう一度押すと録音ランプが消灯して録音を終了します。 

 

 再生スイッチ／再生ランプ 
再生スイッチを押すと再生ランプが点灯して録音した演奏を再生します。 
もう一度押すと再生ランプが消灯して再生を終了します。また、再生スイッチを 
押しながら電源を入れることにより、デモ演奏を再生することができます。 

（６～７頁） 
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DC9V PEDAL KEYBOARD RS-232 MIND  IN MIND  OUT LINE  OUT

RS-232端子

MIDI/RS-232  切り替えスイッチ

MIDI端子 IN MIDI端子 OUT

ライン出力端子 R ライン出力端子 L

DC-IN

音源ＢＯＸ背面 

 インジケータ 
電源を投入すると点灯します。また、このランプは音源ＢＯＸの発音表示も兼ね

ており、音源ＢＯＸが発音しているときに点滅します。 
 

 電源スイッチ 

電源の入／切を行います。 

 ［注意！］ご使用後は必ず電源をお切り下さい。 
 
 ＤＣ ＩＮ 

付属のＡＣアダプタを接続します。 

 ［注意！］付属品以外のＡＣアダプタは、絶対に使用しないで下さい。 
 

 ＲＳ－２３２ 
専用のオプションケーブルを使用してWindowsパソコンと接続、ＭＩＤＩメッセ

ージの送受信ができます。 
 

 ＭＩＤＩ 
ＭＩＤＩ規格の製品やパソコン（Windowsパソコン、Macintosh）と接続ができま

す。 

ＭＩＤＩ ＩＮ ：ＭＩＤＩメッセージを受信します。 
ＭＩＤＩ ＯＵＴ：ＭＩＤＩメッセージを送信します。 

 

 ＭＩＤＩ／ＲＳ－２３２ 切り換えスイッチ 
ＭＩＤＩとＲＳ－２３２のどちらを使用するかを切り換えるスイッチです。 

 

 ライン出力 
音源ＢＯＸの音を外部オーディオ機器へ出力します。 

音源ＢＯＸ前面にあるボリュームにて出力レベルを調節できます。 
 

  ＊Macintoshは米国Apple Computer,Inc.の登録商標です。 
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４．使用方法 
 
 
（１）ピアノの実音を消すときは、ストップレバーを手前に引きます。 

   元に戻すと、通常のピアノ演奏ができます。 

    

ストップレバーの操作

ストップレバー

 
 

（２）ＡＣアダプタがコンセントに差し込まれていることを確認して下さい。 

（３）ボリュームが最小であることを確認して、電源スイッチをオンにします。 

（４）ヘッドホン（付属）をヘッドホンジャックへ接続します。 

（５）セレクトスイッチで好みの音色を選択します。 

（６）ボリュームをお好みの位置に合わせヘッドホンで演奏をお楽しみ下さい。 

   尚、ペダル操作は下記のように対応しています。 
 

右側  ダンパー（サスティーン）ペダル 音に余韻が出ます 

左側 ソフトペダル 音が柔らかくなります 
   

 ［注意！］ ３本ペダルの場合、中央のペダルには対応していません。 
 

（７）ご使用後はボリュームを最小にした後、電源スイッチをお切り下さい。 

      尚、長時間ご使用にならない場合は、ＡＣアダプタをコンセントから抜い 

      ておいて下さい。 
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５．デモ演奏を聴く 
 
 
音源ＢＯＸにはデモ曲が入っています。曲数は全５曲で、１～３曲目は生演奏を収録

したものです。 
 

 曲順    演 奏    曲 名   作 曲 者 
  １   ピアノ  乙女の祈り  バダルジェフスカ 
  ２   ピアノ  主よ人の望みの喜びよ  Ｊ.S.バッハ 
  ３   ピアノ  リベルタンゴ  アストラ･ビアソラ 
  ４  アンサンブル  オリジナル１         － 
  ５  アンサンブル  オリジナル２         － 

 

  設定方法 

（１）再生スイッチを押しながら、電源を入れます。 

（２）再生ランプが点滅して１曲目から順に演奏を開始します。デモ演奏中は下 

   記鍵盤を押すことにより、曲を選択することができます。また、○印の鍵 

   盤を押すことで、１曲目から順に全曲演奏されます。 

（３）デモ演奏を終了する時は、再生スイッチをもう一度押して下さい。 

  ［注意！］デモ演奏中は、鍵盤からの音は出ません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤左端

鍵
　
盤
　
の
　
内
　
容

１
曲
目

２
曲
目

３
曲
目

４
曲
目

５
曲
目

デモ演奏頭出し

- ９ - 

６．録音と再生 
 
 

演奏した内容の録音と再生が行えます。連弾や反復練習などに便利です。 

   使用方法 
（１）セレクトスイッチを好みの音色に選択します。 

（２）録音ボタンを押します。録音ランプが点灯して、準備完了です。 

（３）演奏を行います。演奏が始まると同時に録音を開始します。 

（４）演奏が終了したら、録音ボタンをもう一度押します。同時に録音ランプが 

   消灯して、録音が完了します。 
 

  ［注意！］ 

   ・録音数は１演奏のみです。新たに録音操作を行うと前回の録音内容は消えて 

    しまいます。 
   ・録音される内容は、演奏情報とペダル操作及び、選択された音色です。 
    ・パソコンからのＭＩＤＩ演奏とピアノ演奏を同時に録音することが可能です 
     ・録音容量は約１０,０００音ですが、ペダル操作やセレクトスイッチの切り換                

    え等も含みます。録音中に録音容量がいっぱいになると、録音は自動停止さ 

       れます。 
     ・録音した内容は電源を切っても約１週間は保存されます。 
     ・録音した内容は、録音ボタンを押しながら電源スイッチを入れるとチャイム 

       音が鳴り、消すことができます。 
 
（５）再生ボタンを押すことで、再生ランプが点灯して、約１秒後に演奏が再生 

      されます。再生中も鍵盤からの演奏が可能です。 
 

（６）再生を終了したい時は、再生ボタンをもう一度押します。同時に再生ラン 

      プが消灯して、再生が止まります。 
 

※再生速度０.５倍～２倍まで変更できます（次頁の変速再生をご覧下さい）。 
 
［注意！］内蔵のメトロノーム音に合わせた録音はできますが、再生時にメトロノー 

          ム音は鳴りません。 
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７．変速再生 
 

録音した演奏は再生速度を変えて聴くことができます。変速範囲は録音した演奏を標

準として、０.５倍～標準～２倍まで±５段階です。 
 

段階 －５ －４ －３ －２ －１ ±０ ＋１ ＋２ ＋３ ＋４ ＋５ 

速度 ０.５ ０.６ ０.７ ０.８ ０.９ １.０ １.２ １.４ １.６ １.８ ２.０ 

 遅い     標準     速い 
 

 設定方法 
（１）●印の鍵盤を押しながら再生スイッチを押します。 

（２）録音した演奏が開始されます。（前回設定した再生速度です。また、新た 

      に演奏を録音した時の再生速度は標準です） 
 

（３）下記鍵盤表の｀変速エリア´よりアップ鍵盤、ダウン鍵盤を操作してお好 

      みの速度で再生して下さい。変速再生中に●印の鍵盤を押すと速度が標準 

      に戻ります。 
 

（４）演奏を終了する時は、再生スイッチをもう一度押して下さい。 
 

［注意！］ 

   ・再生中にセレクトスイッチをメトロノームマークに合わせると、再生が停止 

       されます。 
   ・再生中は変速エリア内の鍵盤は操作部となる為、弾いても音は出ません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤右端
鍵
　
盤
　
の
　
内
　
容

ソ ラ シ ドファ

こ
の
鍵
盤
を
押
し
な
が
ら
再
生
す
る
：標
準

ア
ッ
プ
５
段
階
　
最
大
２
倍

ダ
ウ
ン
５
段
階
　
最
大
０
.５
倍

変速エリア
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８．メトロノームを使う 
 
 
メトロノーム音のＯＮ／ＯＦＦ、拍子やテンポ、メトロノームの音量といった各設定

を行います。 
 

メトロノームを鳴らす 
（１）セレクトスイッチをメトロノームマークに合わせます。 

  （セレクトスイッチがこの位置にあるときは鍵盤からの音は出ません） 
 

（２）ダンパー（右）ペダルを踏んでメトロノーム音を鳴らします。 
 

（３）次頁鍵盤表の｀拍子エリア´から拍子を選択します。 
 

（４）次頁鍵盤表の｀テンポエリア´からテンポを選択します。 

   テンポエリアは１０の位と１の位に分かれており、はじめに１０の位の設 

      定を、次に１の位をそれぞれ設定します。設定できるテンポは３０～１９ 

   ９の範囲です。 
 

  ・例１ テンポを１３２にしたい！  ・例２ テンポを１００にしたい！ 
                           ↓                                        ↓ 
              １０の位で１３０を選択。                 １０の位で１００を選択。 
                                     ↓                                             ↓ 
                     １の位で２を選択。                             １の位は設定しません。 
    

（５）次頁鍵盤表の｀音量エリア´からメトロノームの音量を選択します。 
 

（６）セレクトスイッチを好みの音色に切り換えて演奏を行って下さい。 

   メトロノームのままですと設定した内容が記録されません。 
 
※既に設定済みのメトロノーム音を鳴らす時は（１）→（２）→（６）の順に行っ

て下さい。 
  

［注意！］設定した内容は電源を切っても保持されます。 
 

メトロノームを止める 
（１）メトロノーム音を止める時は、セレクトスイッチをメトロノームマークに 

   合わせて、ダンパー（右）ペダルを踏んで下さい。 
 

（２）セレクトスイッチを好みの音色に切り換えて演奏を行って下さい。 
 

［注意！］セレクトスイッチがメトロノームの位置では鍵盤からの音は出ません。 
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【鍵盤表】  
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鍵
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の
　
内
　
容

拍
子
　
な
し
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子
　
２

拍
子
　
３

拍
子
　
４

拍
子
　
５

拍子エリア

拍
子
　
６

拍
子
　
８

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
３
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
４
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
５
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
６
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Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
７
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
８
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
９
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
０
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
１
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
２
０

テンポエリア（１０の位）

（
出
荷
設
定
）

（
出
荷
設
定
）
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鍵盤右端

ソ ラ シ ドファ

音
量

音量エリア

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
３
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
４
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
５
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
６
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
７
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
８
０

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
１
９
０

テンポエリア（１０の位）

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
１

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
２

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
３

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
４

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
５

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
６

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
７

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
８

Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
　
＋
９

音
量

音
量

音
量

音
量

小
さ
い

大
き
い

テンポエリア（１の位）

（
出
荷
設
定
）
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９．音色設定 
 

セレクトスイッチのＡ，Ｂ，Ｃに７３音色中から好みの音色を設定することができま

す。 

 

設定方法 

（１）セレクトスイッチを設定したい位置（Ａ～Ｃ）に合わせます。 
 

（２）●印の鍵盤を押しながら、電源を入れます。音色設定モードになったこと 

      をチャイム音でお知らせます。 
 

（３）●印の鍵盤を押したままで、次頁鍵盤表の｀音色設定エリア´より好みの 

      音色を選択します。 
 

（４）●印の鍵盤から指を離します。この時、（３）で選択した最後の音色が、 

      セレクトスイッチを合わせている位置（Ａ～Ｃ）に設定されます。 

   設定した音色は電源を切っても保持されます。 
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【鍵盤表】 
 

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵
　
盤
　
の
　
内
　
容

音 色 設 定 エ リ ア

１
チ
ェ
レ
ス
タ

２
鉄
琴

３
オ
ル
ゴ
ー
ル

４
ビ
ブ
ラ
ホ
ー
ン

５
マ
リ
ン
バ

６
管
ベ
ル

７
サ
ン
タ

８
ロ
ッ
ク
オ
ル
ガ
ン

９
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

１
０

リ
ー
ド
オ
ル
ガ
ン

１
１

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン

１
２

ハ
ー
モ
ニ
カ

１
３

ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー

エ
レ
キ
ギ
タ
ー

ギ
タ
ー
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス

フ
ィ
ン
ガ
リ
ン
グ
エ
レ
キ
ベ
ー
ス

シ
ン
セ
ベ
ー
ス

ビ
オ
ラ

ス
ト
リ
ン
グ
ス
１

ス
ト
リ
ン
グ
ス
２

ハ
ー
プ

テ
ィ
ン
バ
ニ
ー

シ
ン
セ
ス
ト
リ
ン
グ
ス
１

シ
ン
セ
ス
ト
リ
ン
グ
ス
２

ボ
イ
ス
１

ボ
イ
ス
２

ボ
イ
ス
３

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ヒ
ッ
ト

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

１
４
１
５

１
６

１
７
１
８
１
９
２
０

２
１
２
２
２
３
２
４
２
５
２
６
２
７

２
８

２
９

鍵盤左端

こ
の
鍵
盤
を
押
し
た
ま
ま
電
源
を
入
れ
る

 

ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤右端

ソ ラ シ ドファ

音 色 設 定 エ リ ア

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

チ
ュ
ー
バ

フ
レ
ン
チ
ホ
ー
ン

ブ
ラ
ス
隊

シ
ン
セ
ブ
ラ
ス

オ
ー
ボ
エ

バ
ス
ー
ン

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

ピ
ッ
コ
ロ

３
８

フ
ル
ー
ト

３
９

リ
コ
ー
ダ
ー

４
０

パ
ン
フ
ル
ー
ト

４
１

尺
八

オ
カ
リ
ナ

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
２

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
３

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
４

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
５

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
６

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
７

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
８

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
９

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
０

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
１

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
２

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
３

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
４

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
５

４
２

４
３

４
４

４
５
４
６
４
７
４
８

４
９
５
０
５
１
５
２
５
３
５
４
５
５
５
６
５
７

３
０
３
１
３
２
３
３
３
４
３
５

３
７
３
６

５
８

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
６

５
９

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
７

６
０

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
８

シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
１
９

シ
タ
ー
ル

バ
ン
ジ
ョ
ー

三
味
線

琴 バ
グ
パ
イ
プ

ス
チ
ー
ル
ド
ラ
ム

太
鼓

鳥
声

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

拍
手

ガ
ン
シ
ョ
ッ
ト

６
１
６
２

６
３

６
４
６
５
６
６
６
７
６
８
６
９
７
０
７
１
７
２
７
３
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１０．リバーブ設定 
 

リバーブ（音の残響）を好みの種類と深さに設定できます。リバーブの種類には、ル

ームタイプ（室内の響き）、ホールタイプ（コンサートホールの響き）があります。 
 

設定方法 
（１）●印の鍵盤を押しながら電源を入れます。リバーブ設定モードになったこ 

   とをチャイムでお知らせします。 
 

（２）●印の鍵盤を押したままで、下記鍵盤表より｀リバーブの種類´（ルーム 

   タイプかホールタイプ）と｀リバーブの深さ´を選択します。種類と深さ 

   はどちらからでも設定が可能です。また、★印の鍵盤を押すことで出荷設 

   定（リバーブ無し）に戻すことができます。 
 

（３）●印の鍵盤から指を離します。この時、（２）で選択した最後のリバーブ  

   の種類と深さが設定され、電源を切っても変更されません。 
 
 

鍵盤左端

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵
　
盤
　
の
　
内
　
容

レ
ベ
ル
１

リバーブの深さ

深
い

レ
ベ
ル
２

レ
ベ
ル
３

レ
ベ
ル
４

レ
ベ
ル
５

レ
ベ
ル
６

レ
ベ
ル
７

レ
ベ
ル
８

レ
ベ
ル
９

レ
ベ
ル
１
０

レ
ベ
ル
１
１

レ
ベ
ル
１
２

リ
バ
ー
ブ
無
し

浅
い

ル
ー
ム

ホ
ー
ル

出
荷
設
定
に
戻
す

リバーブの種類押
し
た
ま
ま
電
源
を
入
れ
る

★
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１１．設定調整 
 

お客様のピアノに合わせてＳＰＡ－７５００の設定を変更することができます。 

 

  

 [注意！] 取り付け完了後、調律師がお客様のピアノに合わせて設定の変更 

      を行います。設定を変更するには、調律に関する知識と経験が必 

      要ですので、お客様は行わないで下さい。もしもご自身で変更さ 

      れる場合は、調律師へのご相談をお勧めします。 
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１１-１ チュ―ニング 
ＳＰＡ－７５００の調律をお客様のピアノの調律状態に合わせることができます。 
 

 設定方法 
（１）ピアノを生演奏の状態にします。 

 

（２）○印の鍵盤を押しながら電源を入れます。設定モードになったことを 

   チャイムでお知らせします。 
 

（３）○印の鍵盤を押したまま、下記鍵盤表の｀チューニングの設定´より 

   ●印の鍵盤にて本機が発音する音程を、＋１、－１の鍵盤を使ってピア 

   ノ実音の音程に合わせます。 
 

＋１の鍵盤は１回の打鍵毎に約０.５Ｈｚ（最大＋１３Ｈｚ） 

－１の鍵盤は１回の打鍵毎に約０.５Ｈｚ（最大－１３Ｈｚ） 
 

（４）チューニングが終了したら、○印の鍵盤から指を離します。この時、最後 

   に合わせた音程が設定され、電源を切っても変更されません。 

 

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤左端

鍵
　
盤
　
の
　
内
　
容

こ
れ
を
押
す
と
４
４
０
Ｈ
ｚ
に
戻
る

押
し
た
ま
ま
電
源
を
入
れ
る

ファ ソ ラ シ

－
１

チューニングの設定

＋
１

発
音
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１１-２ 鍵盤取付調整 
 

お客様のピアノの鍵盤を弾く力の強弱と本機からの音の強弱を最適にします。 
 

 設定方法 
（１）○印の鍵盤を押しながら電源を入れます。設定モードになったことを 

   チャイムでお知らせします。 
 

（２）○印の鍵盤を押したまま、下記鍵盤表の｀鍵盤取付調整´より、お客様 

   のピアノ実音に合った強弱を選びます。 

   強音が出にくい場合は４又は５を選択します。逆に弱音が出にくい場合は 

   １又は２を選択します。 
 

（３）選択が終了したら、○印の鍵盤から指を離します。この時、最後に選んだ 

   値に設定されます。その値は電源を切っても変更されません。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤左端

鍵
　
盤
　
の
　
内
　
容

１

鍵盤取付調整

（出
荷
設
定
）

押
し
た
ま
ま
電
源
を
入
れ
る

２ ３ ４ ５
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１１-３ 黒鍵音量調整 
 

白鍵と黒鍵の音量バランスを調整することができます。 
 

 設定方法 
（１）○印の鍵盤を押しながら電源を入れます。設定モードになったことを 

   チャイムでお知らせします。 
 

（２）○印の鍵盤を押したまま、下記鍵盤表より、白鍵音量に合った｀黒鍵 

   音量´を選択します。 
 

（３）黒鍵音量の選択が終了したら、○印の鍵盤から指を離します。この時、 

   最後に選択した黒鍵音量に設定され、電源を切っても変更されません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤左端

鍵
　
盤
　
の
　
内
　
容

－
５

－
４

－
３

－
２

－
１

黒鍵音量調整

（
出
荷
設
定
）

押
し
た
ま
ま
電
源
を
入
れ
る

０

＋
１

＋
２

＋
３

＋
４

＋
５

小
さ
い

大
き
い
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１１-４ 鍵盤ごとのレベル調整（左４４鍵盤） 
 

左側の４４鍵盤において鍵盤ごとに音量レベルの調整ができます。 
各鍵盤の調整範囲は±５段階です。（出荷設定±０） 
 

 設定方法 
（１）レベルを上げたい時は黒鍵と＋印の白鍵を押しながら電源を入れます。 

   レベルを下げたい時は黒鍵と－印の白鍵を押しながら電源を入れます。 

   設定モードになったことをチャイムお知らせします。 

   以降、鍵盤は押したままにします。 
 

（２）左側の４４鍵盤より、音量レベルの変更をしたい鍵盤を押します。 

   １度押されることで、音量レベルが（１）で選択した側に１段階変更 

   されます。 
 

（３）変更を終了したら、押したままの鍵盤から指を離します。この時、 

   変更した値が設定され、電源を切っても変更されません。 
        

 

 

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤左端

ファ

シ ド レ ミ

鍵盤右端

ソ ラ シ ドファ

左側４４鍵盤(調整範囲±５段階）

いずれかを選択

同
時
押
し
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１１-５ 鍵盤ごとのレベル調整（右４４鍵盤） 
 

右側の４４鍵盤において鍵盤ごとに音量レベルの調整ができます。 
各鍵盤の調整範囲は±５段階です。（出荷設定±０） 
 

 設定方法 
（１）レベルを上げたい時は黒鍵と＋印の白鍵を押しながら電源を入れます。 

   レベルを下げたい時は黒鍵と－印の白鍵を押しながら電源を入れます。 
   設定モードになったことをチャイムお知らせします。 

   以降、鍵盤は押したままにします。 
 

（２）右側の４４鍵盤より、レベルの変更をしたい鍵盤を押します。 

   １度押されることで、音量レベルが（１）で選択した側に１段階変更 

   されます。 
 

（３）変更を終了したら、押したままの鍵盤から指を離します。この時、 

   変更した値が設定され、電源を切っても変更されません。 
 
全８８鍵盤の調整内容をリセットしたい時は、黒鍵とＲ印の白鍵を押しながら電源を

入れることで出荷設定（±０）に戻ります。 

 

ラ シ ド レ ミ ファ ソ ラ

鍵盤左端

同
時
押
し

いずれかを選択

Ｒ

ファ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミ ソ ラ シ ド レ ミファ ファ

鍵盤右端

ソ ラ シ ドファミ

右側４４鍵盤(調整範囲±５段階）
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１１-６ 設定を初期化する 
 

メトロノーム、音色、リバーブ及びチューニングなど、全ての設定を工場出荷時の状

態に戻すことができます。 

 

 [注意！] 本設定を行いますと調整した内容は全て工場出荷時の設定に戻ります。 

 
 

出荷設定内容 
音色：Ａ＝ビオラ、Ｂ＝シンセサイザー１、Ｃ＝ビブラホーン 

リバーブ：無し 
メトロノーム：拍子＝４、テンポ＝８０、音量＝レベル３ 
チューニング：１５頁の●印鍵盤の音＝４４０Ｈｚ 
鍵盤取付調整：３     

黒鍵音量調整：白鍵との発音差＝０ 
 鍵盤ごとのレベル調整：全８８鍵盤±０ 

 

 設定方法 
（１）○印の鍵盤を押しながら電源を入れます。出荷設定に戻ったことを 

   チャイム音でお知らせします。 
 

（２）○印の鍵盤から指を離します。 
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１２．ＭＩＤＩ／ＲＳ－２３２ 
 
 

ＭＩＤＩとは 
Ｍｕｓｉｃａｌ Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ Ｄｉｇｉｔａｌ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅの略
で、楽器の演奏情報や音色の切り換え情報などを伝送することができる世界統一

の規格です。ＳＰＡ－７５００はＧＭ（Ｇｅｎｅｒａｌ ＭＩＤＩ）スタンダー
ドに準拠しており、市販のＧＭ対応演奏データなどをパソコンやＭＩＤＩ機器 

より演奏することができます。 
 

ＭＩＤＩ 
市販のＭＩＤＩケーブルを使用してＭＩＤＩ規格の製品に接続できます。 
音源ＢＯＸに装備されるＭＩＤＩはＩＮとＯＵＴの２種類です。 
ＭＩＤＩ ＩＮ ：他のＭＩＤＩ機器からＭＩＤＩメッセージを受信します。 
ＭＩＤＩ ＯＵＴ：他のＭＩＤＩ機器へＭＩＤＩメッセージを送信します。 

 

ＲＳ－２３２ 
オプションの専用ケーブルを使用してパソコンと接続することにより、ＭＩＤＩ

メッセージの送受信が行えます。 
 

 対応機種：Windowsパソコン（ＰＣ／ＡＴ互換機） 
 

［注意！］ＭＩＤＩシーケンサ等のアプリケーションは別途お買い求め下さい。 
     また、ＲＳ－２３２接続の場合、パソコンにシリアルドライバの組み 

     込みが必要になります。 
 

ＭＩＤＩチャンネルの仕様 
ＳＰＡ－７５００では、鍵盤による演奏データをＭＩＤＩチャンネル１へ出力し

ています。また、録音したデータの再生はＭＩＤＩチャンネル１６を使用してい

ます。外部ＭＩＤＩ機器からＳＰＡ－７５００へＭＩＤＩデータを送る際は、 

チャンネル１と１６を避けてＭＩＤＩメッセージを送信して下さい。これらチャ

ンネルにデータを入力して音色が変更された場合は、セレクトスイッチを一度切

り換えるか、電源の再投入を行えば、元の音色に戻すことができます。 
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１２-１ ＭＩＤＩ接続例 
 

音源ＢＯＸのＭＩＤＩ／ＲＳ－２３２切り換えスイッチはＭＩＤＩ側で使用します。 
 
 
 
 
 

 

ＭＩＤＩ変換ケーブルの場合（Windowsパソコン・Macintosh） 
市販のＵＳＢ ＭＩＤＩ変換ケーブル等を使用して音源ＢＯＸと接続します。 
（ローランド社製 EDIROL USB MIDI Interface UM-1にて動作確認済み） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＭＩＤＩ機器や変換アダプタの場合 
ＭＩＤＩ機器や変換アダプタなどの場合は、市販のＭＩＤＩケーブルを使用し  

て接続します。送信と受信の両方を行う際は、ＭＩＤＩケーブルを２本使用し 

て下さい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

MIDI  INRS-232

音源BOX

MIDI端子(メス）OUT

MIDI端子(メス）IN

DIN5ピン(オス)

DIN5ピン(オス)

MIDI機器／
変換アダプタ

MIDIケーブル

DIN5ピン(オス)

DIN5ピン(オス)

MIDI端子(メス）IN

MIDI端子(メス）OUT

音源BOX

MIDI端子(メス）OUT

MIDI端子(メス）IN

Windowsパソコン
または
Macintosh

USB

USB MIDI変換ケーブル

DIN5ピン(オス)

DIN5ピン(オス)

OUT

IN

USB
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１２-２ ＲＳ－２３２による接続例 
 
音源ＢＯＸのＭＩＤＩ／ＲＳ－２３２切り換えスイッチはＲＳ－２３２側で使用し

ます。 
 
 
 

 

 

Windowsパソコンとの接続 
Windowsパソコンとの接続には別売りのシリアルケーブルを使用します。 

WindowsパソコンにはＭＩＤＩシリアルドライバソフトの組み込みが必要とな 

ります。（ローランド社製Roland Serial MIDI Driverで動作確認済み） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

MIDI  INRS-232

音源BOX

RS-232シリアル端子

Windowsパソコン

D-Sub 9ピン（メス）

シリアルケーブル（Windows用）

D-Sub 9ピン（メス）

D-Sub 9ピン（オス）

RS-232シリアル端子

D-Sub 9ピン（オス）
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１２-３ ＭＩＤＩインプリメンテーションチャート 

ファンクション・・・ 送  信 受  信 備  考 

ベーシック 電源ＯＮ時 

チャンネル 設定可能 

１ 

× 

１－１６ 

１－１６ 

 鍵盤演奏は１ 

 録音再生は１６ 

      電源ＯＮ時 

モード      メッセージ 

           代用 

３ 

× 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

３ 

ＭＯＮＯ､ＰＯＬＹ 

 

 

ノート 

ナンバー:  音域 

２１－１０８ 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

０－１２７ 

０－１２７ 

 

ベロシティ ノート・オン 

      ノート・オフ 

○ 

× 

○ 

× 

 

アフター    キー別 

タッチ      チャンネル別 

× 

× 

○ 

○ 

 

ピッチ・ベンド × ○  

コントロール          ６４ 

チェンジ              ６７ 

                      ００ 

                      ０１ 

                      ０５ 

                      ０６ 

                      ０７ 

                      １０ 

                      １１ 

                      ６５ 

                      ９１ 

                      ９３ 

                    １２０ 

                ９８，９９ 

            １００，１０１  

○(サスティーン)  

○(ソフト)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○(サスティーン)  

○(ソフト)   

○(バンクセレクト) 

○(モジュレーション) 

○(ポルタメントタイム)  

○(データエントリ)  

○(ヴォリューム)  

○(パン)  

○(エクスプレッション) 

○(ポルタメント オン／オフ) 

○(リバーブ) 

×(コーラス) 

○(オール サウンド オフ) 

○ＮＲＰＮ ＬＳＢ，ＭＳＢ 

○ＲＰＮ ＬＳＢ，ＭＳＢ 

右ペダル 

左ペダル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム 

チェンジ:設定可能範囲 

○ 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

○ 

０-１２７ 

 

エクスクルーシブ ○ ○  

        :ソング・ポジション 

コモン  :ソング・セレクト 

        :チューン 

× 

× 

× 

× 

× 

× 

 

リアル  :クロック 

タイム  :コマンド 

× 

× 

× 

× 

 

        :ローカルＯＮ／ＯＦＦ 

その他  :オール・ノートオフ 

        :アクティブセンシング 

        :リセット 

× 

× 

× 

× 

○ 

○ 

× 

× 

 

備 考     

モード１：オムニ・オン、ポリ  モード２：オムニ・オン、モノ  ○：あり 
モード３：オムニ・オフ、ポリ  モード４：オムニ・オフ、モノ  ×：なし 
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１３．本体仕様 
 
 

同時最大発音数 ６４音（リバーブ設定時は５０音） 

音 色 選 択 
ピアノ１、ピアノ２、ホンキートンクピアノ、ハープシコード、 

エレクトリックピアノ、オルガン 

その他（７３音色中の３音色を選択可能） 

リ バ ー ブ ルーム、ホール（残響量選択可能） 

メトロノーム 拍子：なし、２、３、４、５、６、８ 

テンポ：３０～１９９ 

録音・再生 １トラック､録音容量約１０,０００音､変速再生 （０.５～２倍） 

チューニング ±１３Ｈｚ(４２７～４４０～４５３Ｈｚ) 

黒鍵音量調整 ±５段階調整 

鍵盤取付調整 ５段階調整 

鍵盤ごとのレベル調整 ±５段階調整 

デ モ 演 奏 ５曲（ピアノ：３曲、アンサンブル：２曲） 

 アナログ ヘッドホンジャック×２、ライン出力（Ｌ／Ｒ） 
外 部 端 子 

 デジタル ＭＩＤＩ（ＩＮ／ＯＵＴ）：３１.２５ｋｂｐｓ 
ＰＣ接続（ＲＳ－２３２）：Ｗｉｎｄｏｗｓパソコン ３８.４ｋｂｐｓ      

電 源 電 圧 ＤＣ＋９Ｖ（専用ＡＣアダプタ） 

付 属 品 ヘッドホン、ＡＣアダプタ、取扱説明書（本書）、保証書 

オプション ＰＣ接続用シリアルケーブル 
 

  ●製品の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。 
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１４．故障かな？と思ったら 
 
 

思ったように動作しないときは、まず次の点をチェックして下さい。チェックしても

直らないときは、お買い上げ店にご連絡下さい。 
 

    ●音が鳴らない 
・ＡＣアダプタは、コンセントに差し込まれていますか？ 
・音源ＢＯＸ裏のＤＣ ＩＮにＡＣアダプタジャックが差し込まれていますか？ 
・電源スイッチは、入っていますか？ 
・音源ＢＯＸのインジケータは点灯していますか？ 
・鍵盤を弾いて、インジケータが点滅しますか？ 
・ボリュームが、下がっていませんか？ 
・セレクトスイッチの位置が、メトロノームになっていませんか？ 
・ヘッドホンジャックが最後まで差し込まれていますか？ 

 

    ●音が抜ける 
   ・ダンパー（右）ペダルを踏みながら、多くの鍵盤を弾く場合などに同時発音 

    数が足りなくなり音が消えることがあります。これは故障ではありません。 
  

    ●メトロノーム音が消えない 
・セレクトスイッチがメトロノームマーク以外の位置にある場合は、メトロノ

ーム音を消す事はできません。 

 メトロノーム音を消す時は、セレクトスイッチをメトロノームマークに合わ

せてダンパー（右）ペダルを踏んで下さい。 
 

 ●チャイム音が鳴らない 
・指定された以外の鍵盤も押されたまま電源を入れていませんか？ 
 

 ●消音していてもピアノから生音がもれる 
・和音を強く弾かれた場合に、ピアノの音がもれることがあります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

１５．アフターサービス  
 
 
 

ご購入後下記の期間、正常な使用方法において発生した故障につきましては、無償で

修理いたします。故障した場合にはお買い上げになった販売店へご連絡下さい。 
 
 
 
 

        保 証 期 間 
本  体 １ 年 間 
ヘッドホン ６ ヶ 月 
ＡＣアダプタ ６ ヶ 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
販売店名： 

 

 

住  所： 

 

 

電話番号： 

 

 

 

 



  

変更履歴 

 

２００５年 ３月 ３日  初版発行 

２００５年 ５月１７日  １.１版 更新 P19 

２００５年１１月１０日  １.２版 更新 P2,5 

２００５年１１月３０日  １.３版 更新 P5,19 

２００６年１１月２１日  １.４版 全面改訂 

２００６年１２月２６日  １.５版 全面改訂 

２００７年 ６月１４日  １.６版 設定調整項目追加 

２００８年 ６月 ２日  １.７版 更新 P15,25 
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住    所：〒188-0014 東京都西東京市芝久保町４－４－３２ 

電話番号：０４２－４６５－９３２１（代） 

Ｆ Ａ Ｘ：０４２－４６５－７２５５ 
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